
再稼働反対  

県内外１５カ所で訴え反原発団体が街頭活動 
新潟日報 2020 年 9 月 7 日 

 

 新潟県内外の反原発団体による「なくそテ原発２０２０柏崎大集会」が６日、開かれた。

新型コロナウイルスの感染拡大防止のため、県内外の１５カ所に分散し、街頭で東京電力

柏崎刈羽原発の再稼働反対や原発ゼロを訴えた。 

 

 ２１団体でつくる実行委員会の主催。本県のほか長野、群馬の両県で約５７０人が交差

点付近で「なくそテ原発！」などと書いた紙を掲げた。柏崎市の宝町交差点近くでは、約

３０人がドライバーや歩行者に再稼働反対をアピールした。 

 

 参加した同市の女性（７１）は「原発が次の世代に残ってしまうことが心配。今回の活

動を見た人が原発について考えるようになってほしい」と話した。 

 

 ６日の活動の様子は実行委員会のＳＮＳや動画投稿サイト「ユーチューブ」で公開する。

集会は例年、同市で千人ほどが参加して開かれていた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東京電力柏崎刈羽原発の再稼働反対を訴えた街頭活動＝９月６日、柏崎市 

 

 



脱原発呼びかけへ 市民団体、３県一斉で ／新潟 

毎日新聞 2020 年 8 月 31 日 地方版 

 

ポスターを掲げる市

民団体の代表ら＝新

潟県柏崎市内で 

 

 県内の市民団体で

つくる「なくそテ原

発」実行委員会は、９

月６日午後２時から

群馬・長野県と新潟

県内各地で一斉に脱

原発を呼びかける

「リモート・スタン

ディング」を行う。上

野邦雄事務局長（７

０）は「各地の団体が心を一つにして脱原発を市民に訴えたい」と話した。 

 

 同実行委は２０１４年から毎年、柏崎市などで脱原発集会を開いてきた。識者の講演会

を中心に約１０００人が参加し、東京電力柏崎刈羽原発の再稼働反対と廃炉実現を訴えて

きた。「なくそテ原発２０２０柏崎大集会」を予定していたが、新型コロナウイルスの影

響で中止を決定した。 

 

 今回は集会に代わり、長野県飯山市や前橋市、新潟県内各地の広場や交差点、国道沿い

など１５カ所で１８団体が参加する予定。１０００人の参加を目指す。 

 運動では、参加者が「なくそテ原発」と書かれたポスターを頭上に掲げて市民に訴える。

黙って掲げるだけのところもあれば、福島県大熊町の避難者がマイクで呼びかけたり（阿

賀野市）、上杉謙信の格好や浴衣姿で訴えたりする（上越市）ところもある。運動の模様

はユーチューブにアップする。 

 ２７日に柏崎市内であった記者会見に出席した各団体の代表らは「柏崎刈羽原発の周辺

自治体にも『事前了解権』は必要だ」「（参加者は高齢なので）コロナと熱中症には特に

注意して運動を成功させたい」などと訴えた。【内藤陽】 

 

 

 

 



 


